
1

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ヒカゲチョウ

サトキマダラヒカゲ

クロヒカゲ

コミスジ

ウラナミアカシジミ

オオチャバネセセリ

ミズイロオナガシジミ

メスグロヒョウモン

イチモンジチョウ

ヒロオビミドリシジミ

140

52

47

39

32

30

29

23

22

19

ササ類など

ササ類など

ササ類など

ハギ・フジなど

コナラ・クヌギ

ササ類など

コナラ・クヌギ

スミレ類

スイカズラ

ナラガシワ

樹液など

樹液など

樹液など

花蜜

花蜜など

花蜜

花蜜など

花蜜

花蜜

花蜜など

多化性

多化性

多化性

多化性

1化性

多化性

1化性

1化性

多化性

1化性

日華区系

日華区系

日華区系

北方系

日華区系

日華区系

日華区系

日華区系

北方系

日華区系

順位 種名 個体数 幼虫の食草 成虫の食物 化性 分布型

* 1年に何回世代を繰り返すかを表す。 1化性：1年1世代、  多化性：1年に2世代以上。

**北方系：ユーラシア大陸の北側に分布。日華区系：本文参照。

〈表1〉ゼフィルスの森の主なチョウ類（上位10種） ・1992年の調査から（②）

（写真）三草山と長谷の棚田

コ

ラ

ム

　

ゼ
フ
ィ
ル
ス
と
は
初
夏
に
成
虫
が
出
現
す
る
樹
上
性
の
シ
ジ
ミ
チ
ョ

ウ
類
の
愛
称
。
三
草
山
の
里
山
林
に
は
日
本
産
25
種
の
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の

う
ち
、
こ
の
山
を
分
布
の
東
限
と
す
る
ヒ
ロ
オ
ビ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
を
は

じ
め
10
種
が
生
息
す
る
な
ど
、豊
か
な
チ
ョ
ウ
相
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

チ
ョ
ウ
相
の
豊
か
さ
は
豊
か
な
植
生
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
チ
ョ
ウ

類
を
生
物
指
標
と
し
て
植
生
管
理
を
進
め
る「
三
草
山
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の

森
」（
以
下「
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
」）
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
は
1
9
9
2
年
4
月
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
環
境
庁（
現
環
境
省
）

が「
日
本
の
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
生
物
―
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
―
」
の
初
版
を
発
行
し

た
翌
年
に
あ
た
り
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
2
年
前
の
1
9
8
9
年
に
は
、
日
本
自
然
保
護
協
会
な
ど

が
植
物
版
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク「
我
が
国
に
お
け
る
保
護
上
重
要
な
植
物
種
の
現
状
」
を
、

日
本
鱗
翅
学
会
が「
日
本
産
蝶
類
の
衰
亡
と
保
護
・
第
1
集
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
発
行
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
出
版
物
は
、
フ
ジ
バ
カ
マ
や
サ
ギ
ソ
ウ
、
オ
オ
タ
カ
、
タ
ガ
メ
、
ク
ロ
シ
ジ
ミ
な
ど
、

か
つ
て
の
身
近
な
動
植
物
の
衰
退
を
報
じ
て
い
ま
し
た
。
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
は
、
1
9
6
0
年
代

の
高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
、
里
山
の
風
景
と
と
も
に
そ
こ
に
生
息
す
る

野
生
生
物
の
姿
が
遠
ざ
か
り
つ
つ
あ
る
時
代
に
開
設
さ
れ
た
の
で
す
。

　　

三
草
山
の
あ
る
北
摂
地
方
は
チ
ョ
ウ
相
の
豊
か
な
地
域
で
、
日
本
産
土
着

チ
ョ
ウ
類
約
2
4
0
種
の
う
ち
約
90
種
が
知
ら
れ
て
い
ま
す（
①
）。
大
阪
府

か
ら
記
録
の
あ
る
土
着
チ
ョ
ウ
類
が
約
1
0
0
種
な
の
で
、
こ
の
地
域
で
は

そ
の
ほ
と
ん
ど
の
種
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ゼ

フ
ィ
ル
ス
の
森
で
は
、
筆
者
ら
の
研
究
室
が
継
続
的
に
調
査
を
行
い
、
こ
れ

ま
で
に
66
種
の
チ
ョ
ウ
を
確
認
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
13
種
は
大
阪
府

の
絶
滅
危
惧
種
で
す
。

　

で
は
、
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
に
は
ど
ん

な
チ
ョ
ウ
が
生
息
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
ず
は
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
が
発

足
し
た
1
9
9
2
年
の
調
査
結
果
を
紹

介
し
ま
す
。
こ
の
時
は
、
ゼ
フ
ィ
ル
ス

の
森
の
登
り
口
を
起
点
に
約
1
．
6
km

の
ル
ー
ト
を 

５
〜
10
月
に
毎
月
１
回
、

晴
天
の
日
に
卒
業
研
究
の
学
生
と
歩
い

て
目
撃
し
た
チ
ョ
ウ
の
種
と
個
体
数
を

記
録
し
ま
し
た（
②
）。
こ
の
調
査
で
は

合
計
49
種
6
0
7
個
体
の
チ
ョ
ウ
が
記

録
さ
れ
、
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
の
チ
ョ
ウ

相
の
豊
か
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た〈
表
1
〉。

大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授 

　

石 

井　

実

チ
ョ
ウ
た
ち
と

ま
も
る
里
山

ー
三
草
山
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
ー

み

く
さ
や
ま

前編
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ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
が
開
設
さ
れ
た
時
代

三
草
山
は
チ
ョ
ウ
の
宝
庫

ヒロオビミドリシジミ
（大阪府の絶滅危惧種）

***

ヒロオビミドリシジミ
（大阪府の絶滅危惧種）

★ 大阪府の絶滅危惧種

★

★

★
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森林性

1化性

日華区系

定住性

訪花性

ササ食

森林性

1化性

日華区系

定住性

訪花性

ササ食

森林性

ゼフィルスの森 大阪の市街地（大泉緑地）

1化性

日華区系

定住性

訪花性

ササ食

森林性

1化性

日華区系

定住性

訪花性

ササ食

種　

数

個
体
数

100％
80
60
40
20
0

100
80
60
40
20
0

100％
80
60
40
20
0

100
80
60
40
20
0

100％
80
60
40
20
0

100％
80
60
40
20
0

100％
80
60
40
20
0

100％
80
60
40
20
0

％

％

石
　
井 

　
実

い
し
い　
　
　

み
の
る

横
浜
市
生
ま
れ
。
大
阪
府
立
環
境
農
林
水
産
総
合
研
究
所
理
事
長
。
理
学
博
士
。

専
門
は
動
物
生
態
学
、
昆
虫
学
、
保
全
生
物
学
。
と
く
に
里
山
の
チ
ョ
ウ
と
そ
の

生
息
場
所
の
保
全
に
関
す
る
調
査
・
研
究
や
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
著
書
は

「
里
山
の
自
然
を
ま
も
る
」「
チ
ョ
ウ
の
庭
」「
ボ
ル
ネ
オ
の
生
き
も
の
た
ち
～
熱

帯
林
に
そ
の
生
活
を
追
っ
て
」「
チ
ョ
ウ
の
分
布
拡
大
」な
ど
多
数
。

中
央
環
境
審
議
会
委
員
、
関
西
自
然
保
護
機
構
会
長
、
日
本
自
然
保
護
協
会
評
議

員
、
大
阪
み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
会
長
な
ど
を
務
め
る
。

参
考
文
献　

①
大
阪
府
の
蝶
編
集
委
員
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2
0
0
5
）大
阪
府
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昆
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会
．
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石
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ほ
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1
9
9
5)

環
動
昆 
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3
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1
4
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．③
石
井
実
ほ
か(

1
9
9
1)

環
動
昆 

4:

1
8
3-

1
9
5
．

　

上
位
３
種
は
ヒ
カ
ゲ
チ
ョ
ウ
、

サ
ト
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ
ゲ
、
ク
ロ
ヒ

カ
ゲ
で
、
こ
の
３
種
だ
け
で
全
個

体
数
の
約
４
割
を
占
め
ま
し
た
。

ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
と
は
い
う
も
の

の
、
優
占
種
か
ら
見
る
と「
ヒ
カ
ゲ

チ
ョ
ウ
の
森
」
と
言
っ
た
方
が
よ

い
と
思
え
る
く
ら
い
で
し
た
。
ヒ

カ
ゲ
チ
ョ
ウ
類
は
、
幼
虫
が
ネ
ザ

サ
の
葉
を
食
べ
、
成
虫
が
樹
液
に

集
ま
る
里
山
林
を
代
表
す
る
グ
ル
ー
プ
の
ひ
と
つ
で
す
。
し
か
も
、
ヒ
カ
ゲ
チ
ョ
ウ
と
サ
ト
キ
マ

ダ
ラ
ヒ
カ
ゲ
は
日
本
固
有
種
で
す
か
ら
、
地
味
で
す
が
、
大
切
に
す
べ
き
チ
ョ
ウ
類
と
言
え
ま
す
。

　

一
方
、
ゼ
フ
ィ
ル
ス
類
は
、
多
い
方
か
ら
ウ
ラ
ナ
ミ
ア
カ
シ
ジ
ミ
、
ミ
ズ
イ
ロ
オ
ナ
ガ
シ
ジ
ミ
、

ヒ
ロ
オ
ビ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
、
ア
カ
シ
ジ
ミ
、
オ
オ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
、

ウ
ラ
ゴ
マ
ダ
ラ
シ
ジ
ミ
の
7
種
が
確
認
さ
れ
、
全
個
体
数
の
16
％
を
占
め
ま
し
た
。
年
１
回
の
発

生（
1
化
性
）
で
樹
上
性
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
森
で
記
録
の
あ
る
ゼ
フ
ィ
ル
ス
類
10

種
の
う
ち
7
種
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
う
れ
し
い
限
り
で
し
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
注
目
す
べ
き
グ
ル
ー
プ
は
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
チ
ョ
ウ
類
で
す
。
個
体
数
は
少
な
い
で
す

が
、
メ
ス
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
、
ミ

ド
リ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
、
オ
オ
ウ
ラ
ギ

ン
ス
ジ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
な
ど
５
種
が

記
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
仲
間
は

幼
虫
の
食
草
が
ス
ミ
レ
類
で
、
成

虫
は
オ
カ
ト
ラ
ノ
オ
や
ク
リ
な
ど
の
花
か
ら
吸
蜜
す
る
な
ど
、明
る
い
里
山
林
の
林
縁（
林
の
周
囲
）

を
好
み
ま
す
。
林
縁
性
・
訪
花
性
の
種
で
は
、
こ
れ
以
外
に
コ
ミ
ス
ジ
や
オ
オ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ
、

イ
チ
モ
ン
ジ
チ
ョ
ウ
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
夏
に
は
少
な
い
な
が
ら
日
本
の
国
蝶
で

絶
滅
危
惧
種
の
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
雄
姿
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
の
チ
ョ
ウ
類
を
大
阪
府
内
の
市
街
地
の
も
の
と
比
較
す
る
と
、
幼
虫
が
サ
サ

類
を
食
べ
る
種
や
成
虫
が
樹
液
に
依
存
す
る
種
、
1
化
性
の
種
、
定
住
性
の
種（
成
虫
の
移
動
記
録

が
な
い
種
）
が
多
い
の
が
特
徴

だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た〈
図
1
、③
〉。
ま
た
、
こ
の

森
に
は
日
本
固
有
種
を
含
め
、

東
ア
ジ
ア
の
温
帯
地
域
に
の
み

分
布
す
る
種（
日
華
区
系
の
種
）

が
多
く
生
息
し
て
い
る
こ
と
も

わ
か
り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、

ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
は
日
本
的
な

チ
ョ
ウ
の
宝
庫
と
し
て
と
て
も

貴
重
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
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ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
の
代
表
的
な
チ
ョ
ウ
類

ヒカゲチョウ
（日本固有種）

サトキマダラヒカゲ
（日本固有種）

クロヒカゲクロヒカゲ

ウラナミアカシジミ
（大阪府の絶滅危惧種）

ミズイロオナガシジミ

ウラジロミドリシジミ
（大阪府の絶滅危惧種）

ミズイロオナガシジミ

<図1>ゼフィルスの森と大阪の市街地のチョウ類群集の比較（②③）．

ゼフィルスの森では、市街地と比べて、森林性、1化性、定住性、日華

区系、ササ食のチョウが多く、訪花性のものが少ないことがわかる。

これは特に個体数で比較すると顕著である。

ヒカゲチョウ
（日本固有種）

サトキマダラヒカゲ
（日本固有種）

ウラナミアカシジミ
（大阪府の絶滅危惧種）

ウラジロミドリシジミ
（大阪府の絶滅危惧種）

オオウラギンスジヒョウモン
（大阪府の絶滅危惧種）

オオムラサキ
（日本・大阪府の絶滅危惧種）

オオチャバネセセリ
（大阪府の絶滅危惧種）

オオムラサキ
（日本・大阪府の絶滅危惧種）

オオチャバネセセリ
（大阪府の絶滅危惧種）

オオウラギンスジヒョウモン
（大阪府の絶滅危惧種）


